　「The Prayers of Baranat」訳本

　「Baranatの祈り」

　著者：不明

　Genevrah嬢が地所から誘拐されて身代金のために捕えられると、彼女の母親は「彼女を救ってくれた者ならば誰でも、彼女と結婚して、その土地を相続することになるでしょう」と約束した。不運にも、その不穏なる当時に於いて、誘拐・殺人・窃盗は多発しており、そのような任務に当たるべき頑健なる冒険者は不足していた。実際のところ、その彼女の呼びかけに応じたのは、Baranatという痩せっぽちで小柄な男だけであった。

　「貴方は確かに勇気ある御方ではあるけど、でも、どうにも生きて戻れそうにないと心配してしまうの」その老女は言った。「私の娘は、御存知のように、その腕っ節は伝説の類であるようなCoribael兄弟に誘拐されてしまったものですから」

　「奥様」Baranatは言った。「私は、生まれついて、Vivec・Almalexia・Sotha Silに祝福されて、聖人たちの耳を具えております。もしも何かしら窮地に陥ったならば、その冒険のための助力を彼らに請いましょう」

　疑わしいながらも、他に当ても無いため、「あの４兄弟の野営地は北の方です」と説明しながら、その老女は彼を見送った。その野営地の中心では、１番目に年嵩で力の在る長兄Airen Coribael彼みずから、Genevrah嬢を捕えていた。彼の兄弟たちの各々は、谷間に沿って別々の持ち場で警戒に当たっていた――令嬢を救出するためには、Baranatは、どうしても各人を打ち破らなければならなかった。
　Baranatは北方の沼地の中を何マイルも馬を走らせて、最初の兄弟が警戒に当たっている持ち場に辿り着いた。そこで、兄弟の内でも１番目に年少のVanis Coribaelが侵入者を求めて谷間の方を見張っているのを、彼は見た。Vanisは、風よりも機敏であり、敵が剣を鞘から払う前にさえ相手を打ち負かしてしまう戦士として知られていた。Baranatは自分の哀れむべき安物の鉄剣をチラッと見てから、聖人たちに向けて祈った。
　巡礼者たる聖Velothが輝けるローブに身を包んでBaranatの前に現れると、彼に微笑してみせた。「Baranat、汝の鉄剣を下に置きなさい。さすれば、稲妻よりも汝を機敏にしましょう」
　Baranatは剣を下ろすと、余りにも素早いため、歩調に合わせて１枚の木の葉がサラというほどの音さえも立てずに、Vanisの下に駆け寄った。そして、あっという間に、Baranatは両手でもってVanisを殺してしまった。冒険者は、そのまま、Coribael兄弟の内でも２番目に年少のFerynの下に到着した。彼はVanisと同じ位に機敏であるのみならず、その２本の指でもってtramaの潅木を真っ二つに引き裂けるほどの力を持っていた。その巨躯のFeryn Coribaelを見て取ると、Baranatは身を潜ませて身を震わせた。またもや、その年少の冒険者は聖人たちに向けて祈った。
　大将たる聖Nerevarが金の鎧に身を包んでBaranatの前に現れると、彼に微笑してみせた。「Baranat、１００人の戦士よりも汝を強力にしましょう」

　BaranatはFerynの下に突進して、その巨人を大きな岩でもって強かに打ちつけると、その衝撃によって岩は粉々に砕けてしまった。Ferynは立ち上がろうとしたけれど、その彼をBaranatはバラバラに引き裂いて、谷間の地面のそこら中に８７の破片にして撒いてしまった。Ferynの持ち場を過ぎると荒れ狂う川が流れており、そこで、Coribael兄弟の内でも２番目に年嵩のHorisが警戒に当たっていた。Horisは弟のVanisよりも機敏にして弟のFerynよりも強力であり、そして、そこがPadomaic海であるかのようにDagoth Urの溶岩の中を泳げるほどにタフであった。Baranatは、〔Dagoth Urの溶岩の中を泳ぐような〕苦痛に対する自分の忍耐力はチッポケなものであると思って、助力を求めるため聖人たちに向けて祈った。
　殉教者たる聖Rorisが光り輝く宝石のような肉体に身を包んでBaranatの前に現れると、彼に微笑してみせた。「Baranat、Oblivionの精神のように汝を意志堅固にしましょう」

　BaranatはHorisの下に突進して、２人は激流の川に突っ込んだ。１２時間に亘って彼らは水中で取っ組み合いを演じていたが、もはや息の続かなくなったHorisが溺れてしまった。Baranatは川の外に身を引き上げ谷間を引き続き下っていって、野営地のところに到着した。そこで、Airen Coribael彼みずから、モゾモゾと身じろぎする１個の袋――Genevrah嬢か、さもなければ数匹の大猫が入っているだろう、とBaranatは踏んだ――を見張っていた。その年少の冒険者は、兄弟の内でも最も機敏・強力・意志堅固にして最も熟練した戦士であるAiren Coribaelと戦うことを思って怖気づいてしまった。彼は助力を求めるため聖人たちに向けて祈った。
　公正なる聖Olmsが爆炎に身を包んでBaranatの前に現れると、彼に微笑してみせた。「Baranat、極めて危険であるDaedraよりも戦闘に於いて汝を狡猾にしましょう」

　Baranatは冷静に野営地に歩み入って、そして、Airen Coribaelとの戦闘を始めた。その戦闘は７日間に亘って続いて、その６日間、Airenが優勢に立っていた。Airenは、双月が月に昇りて降っていく間、Khajiitたちが〈通風の牙〉〔Goutfang〕と呼ぶところの戦闘スタイルによって蹴りと突きを雨あられに不規則に繰り出し、Nordの偉大なる戦士が用いるところの全流儀によって攻撃を避けたり防いだり、バランス・筋肉運動の調和・スピード・力・タイミング・戦略を維持していった。しかし、７日目、〈必殺の一撃〉〔Killing Blow〕を繰り出そうと備えていたところで、不意に動きを止めて両目を大きく見開いた。顔から血が流れ出ており、そこで、彼は自分が罠に足を踏み入れてしまったことに感づいた。それは逃れられない罠であった。Baranatは、３度、その手を閃かして〈血液の循環〉〔Cycle of Blood〕を完全に整えると、その日は１日、Redguardの古の戦闘スタイルを取り始めた。もはやAiren Coribaelの息は絶えてしまった。
　その年少の冒険者は、Genevrah嬢が詰め込まれている袋に駆け寄り、それを開けてみた。彼は何とも驚いてしまった。彼女はdreughのような顔だちであったし、手間を取ったことで彼女がネチネチと彼を叱っていくに連れて、その人柄もまた極めて極めて極めて不快であることに、彼は気づいたのである。数日後、彼らは老女の邸宅に戻ってくると、彼が相続することになっている地所というものが、長年に亘る胴枯れ病の嵐と不作でもって、すっかり駄目になっていることに気づかされた。
　賢者たる聖Delynが空の雲から年少の冒険者を見つめると、彼に微笑してみせた。「Baranat、戦う前に、何のために戦うのかを見出しておきなさい」
